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①50ｍ走（ 1 ， 2 年生）
90
②80ｍ走（ 3 ， 4 年生）
③100ｍ走（ 5 ， 6 年生）
④障害物競争（保護者希望者）
⑤大ムカデ（ 5 ， 6 年生）




























2010年12月19日（日）　午後 1 時～ 5 時半
場所：流通経済大学体育館
対象：地域住民・大学関係者
目的： これまで企画したスポーツイベントは
いずれも児童を対象としてものであっ
た。研究会の趣旨からすると，対象を限
定したイベントだけではなく，どの年代
にも適したイベントを企画する必要があ
る。そこで，対象年齢を限定しないダン
スパーティを開催することとした。この
レクリエーションを通して，大学と地域
との交流を図るとともに，学生はスポー
ツマネジメントの実践の場として，また
地域住民には生涯スポーツの場としての
機会を提供することを目的とする。
パーティにさきがけ，ダンスに不安のある人
にも気軽に参加してもらえるよう，初心者ダン
スレッスンも企画した。茨城県南ダンススポー
ツ連盟の全面的な協力を得て，地域のダンス愛
好者への広報活動と，当日のダンスデモンスト
レーションを担当していただいた。
当日は，約230人の参加があり，ほとんどが
地域の方々であった。
予想をはるかに超える多勢の方に参加いただ
いたが，その参加者の多くから「次回もぜひ企
画してほしい」という意見をいただいた。地域
と大学を結ぶスポーツイベントとして来年度以
降も継続して実践していきたい活動のひとつで
ある。
3 ．反省点と今後の課題
今年度発足し，まさにゼロからの出発であっ
たという現状を考慮すれば，今年度4回のス
ポーツイベントを企画し実践できたことは非常
に有意義であった。学生たちにとっても，すべ
てが初めての経験であり，試行錯誤をしながら
91「RKUスポーツ健康科学部地域スポーツ研究会」に関する活動報告
の企画運営は刺激になっていた。
しかし，今年度でこの組織運営の基盤が盤石
になったとは到底言えず，まだ軌道修正や補強
が必要であることは言うまでもない。組織内に
おけるリーダーの養成とフォロアーの在り方に
始まり，増員と後輩指導，スタッフ同士でのス
ムーズな連絡手段，各関係者との連携の充実な
ど，挙げればきりがないほどである。これらの
ことは次年度以降も引き続き指導を要すること
であり，長期的な発展・展開を視野に入れなが
ら今後も多方面の協力を得ながら継続・実践し
ていく必要があろう。
最後に，今年度本研究会の学生リーダーとし
て活動した 3 年生の加藤浩幸君の感想を紹介し
てまとめとしたい。
「活動は楽しかったが，リーダーとしてス
タッフを動かすという部分が非常に難しい。こ
れができればイベントそのものさらによいもの
になっていただろう。自分自身がリーダーシッ
プを発揮できていたか，反省するばかりである
が，このような経験ができたことにまずは感謝
したい。」
